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宝泉院 

豪
華
絶
品
の
か
き
氷 

 

毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
気
温
が
30
度
を

超
え
る
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
よ
り
も
か
き
氷
や

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
の
売
れ
行
き
が
良
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
従
い
、
ブ
ー
ム
と
い
う
よ
り

必
然
で
す
が
、
昨
今
各
地
で
絶
品
の
か
き
氷
が

誕
生
し
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
そ

の
中
で
も
本
気
度
の
証
で
あ
る
千
円
を
越
え
る

豪
華
、
絶
品
の
か
き
氷
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

【横
浜
・
元
町
】 

宝
石
店
の
ス
タ
ー
ジ
ュ
エ
リ

ー
直
営
の
カ
フ
ェ
＆
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
で
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
外
側
は
ふ
わ
ふ
わ
の
か
き
氷

に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
ョ
コ
ラ
ソ
ー
ス
を
た
っ
ぷ

り
と
か
け
て
い
ま
す
。
内
側
に
は
マ
ン
ゴ
ー
な

ど
の
フ
ル
ー
ツ 

ソ
ー
ス
、
ホ
ワ 

イ
ト
&
チ
ョ
コ 

ソ
ー
ス
が
隠
れ 

て
い
ま
す
。
夏 

季
限
定
メ
ニ
ュ 

ー
で
す
。 

 

 

 

 

 

 オーガニックショコラ 
￥1080 

中
華
街
に
オ
ー
プ
ン
し
早
速
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
台
湾
台
中
出
身
の
フ
ー
姉
弟
が
始
め
た
小

さ
な
店
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
ア
ジ
ア
を
中

心
に
世
界
で
５
６
０
店
以
上
展
開
し
て
お
り
、
日

本
で
は
４
店
舗
目 

に
な
り
ま
す
。
目 

玉
商
品
は
苺
を
ふ 

ん
だ
ん
使
っ
た
写 

真
の
か
き
氷
で
す

【
横
浜
・
中
華
街
】 

台
湾
ス
イ
ー
ツ
の
人
気
店

「M
e
e
tF

re
s
h

 

鮮
芋
仙
（
ミ
ー
ト
フ
レ
ッ
シ

ュ
・
シ
ェ
ン
ユ
イ
シ
ェ
ン
）
」
が
昨
年
横
浜

 

 

 

 

 苺ミルクかき氷 

\1200 

 

 

 

 

 

【
代
々
木
公
園
】 

渋
谷
区
神
山
町
に
あ
る
「
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
」
で
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
見
た
目

で
話
題
の
か
き
氷
「
ド
ル
チ
ェ
氷
」
を
召
し
上
が

れ
ま
す
。
ま
る
で
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
見
た

目
で
、
マ
ン
ゴ
ー
の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
や
い
ち
ご

の
ク
レ
ー
ム
ブ
リ
ュ
レ
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
名
も
一
見

す
る
と
ケ
ー
キ
の
様
で
す
。 

ス
プ
ー
ン
で
す
く
う
と
中
か 

ら
フ
ル
ー
ツ
の
風
味
た
っ
ぷ 

り
の
か
き
氷
が
現
れ
ま
す
。 

削
る
前
に
氷
を
冷
凍
庫
か
ら 

出
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て 

口
ど
け
が
良
い
か
き
氷
に
仕 

上
が
る
と
の
こ
と
で
す
。

 

 

 

 マンゴーかき氷 

ケーキ \1100

【
京
都
河
原
町
】 

二
條
若
狭
屋
は
老
舗
和
菓
子

店
。
わ
き
水
を
凍
ら
せ
た
氷
を
丁
寧
に
削
っ
た

か
き
氷
が
通
年
楽
し
め
ま
す
。
あ
り
そ
う
で
な

か
っ
た
ア
イ
デ
ア
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
話
題
な

の
が
、
季
節
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
る
５
種
類

の
自
家
製
シ
ロ
ッ
プ
が
付
い
て
く
る
「
彩
雲
」

で
す
。
食
べ
方
は
自
由
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
味

わ
い
を
楽
し
む
も
、
組
み
合
わ
せ
の
妙
を
愉
し 

む
も
よ
し
。
全
て
の
シ

ロ
ッ
プ
が
混
ぜ
合
わ
さ

っ
た
と
き
奇
跡
の
味
わ

い
が
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ワ
ク
ワ
ク

感
あ
る
逸
品
で
す
。 

【
大
坂
梅
田
駅
】
梅
田
駅
直
結
の
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

大
坂
の
中
に
あ
る 

IC
E

 M
O

N
S

T
E

R

で
は
ボ
リ

ュ
ー
ム
満
点
で
ふ
わ
ふ
わ
の
台
湾
か
き
氷
が
大
人

気
。
台
湾
か
き
氷
と
い
え
ば
マ
ン
ゴ
ー
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
フ

レ
ー
バ
ー
の
台
湾
か
き
氷 

が
楽
し
め
ま
す
。
ふ
わ
ふ 

わ
の
か
き
氷
は
濃
厚
で
あ 

り
な
が
ら
雪
の
よ
う
な
口 

溶
け
。
ヤ
ミ
ツ
キ
に
な
り 

通
い
詰
め
そ
う
で
す
。

彩雲 \1512 シロップは左
からべっこう飴 黒糖 キウ
イ ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ りんご 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番外編 

 

 

ハワイの人気かき

氷店 Shave Ice 
MATSUMOTO 

Ichiban Special 

$6 白玉 小豆  

苺かき氷 \1440 
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営業時間 10〜23 時 

福
井

ふ

く

い 

慎 し
ん

悟 ご 
(

賃
貸
管
理
部) 

  

下
田

し

も

だ 

和
弘

か
ず
ひ
ろ 

（
経
営
企
画
部
） 

 

 

大
平

お
お
ひ
ら

翠
み
ど
り

(

賃
貸
管
理
部) 

日本が建築した吉林第一医
院は現在でも使われている 

バージュカリファ 

手前に黒っぽく見える

のはカモです 

私
は
群
馬
県
前
橋
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
平

成
の
大
合
併
で
市
に
な
り
ま
し
た
が
、
合
併
前
は

富
士
見
村
と
い
う
村
で
し
た
。
国
定
忠
治
の
「
赤

城
の
山
も
今
宵
限
り
か
」
で
有
名
な
赤
城
山
の
麓

に
あ
り
ま
す
。
富
士
見
村
は
赤
城
山
、
榛
名
山
、

妙
義
山
な
ど
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
必
ず
山

が
見
え
ま
す
。
富
士
見
村
の
下
水
道
が
整
備
さ
れ

た
お
陰
で
近
く
を
流
れ
る
白
川
の
水
質
が
改
善

さ
れ
蛍
の
数
が
ず
い
ぶ
ん
増
え
た
様
で
す
。
い
つ

か
機
会
を
作
っ
て
家
族
で
蛍
狩
り
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
群
馬
に
は
上
毛
（
じ
ょ
う
も
う
）

カ
ル
タ
と
言
う
有
名
な
カ
ル
タ
が
あ
り
ま
す
。
群

馬
県
人
な
ら
誰
で
も
上
の
句
、
下
の
句
を
空
で
言

え
ま
す
。
同
様
に
富
士
見
村
に
も
富
士
見
カ
ル
タ

が
あ
り
、
富
士
見
村
出
身
の
偉
人
や
名
所
が
カ
ル

タ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
タ
の
中
の
偉
人
で
船

津
傳
次
平
（
ふ
な
つ
で
ん
じ
べ
い
）
と
い
う
日
本

の
農
業
に
貢
献
し
た
こ
と
で
有
名
な
人
物
が
い

ま
す
。
私
の
先
祖
を
辿
る
と
傳
次
平
さ
ん
の
兄
に

あ
た
る
人
に
辿
り
着
き
ま
す
。 

私
も
傳
次
平
さ
ん
の
優
秀
な
遺 

伝
子
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
は 

ず
な
の
で
越
谷 

の
偉
人
に
な
ろ 

う
と
思
い
ま
す 

 

 

 

 

 

 

 

標高 1828m の赤城山と 
カルデラ湖の大沼 

私
の
生
ま
れ
は
宮
城
県
仙
台
市
で
す
が
、
小
学
校

か
ら
は
群
馬
県
の
館
林
市
と
い
う
場
所
で
育
ち
ま

し
た
。
館
林
と
い
え
ば
、
全
国
的
に
も
暑
い
こ
と

で
有
名
で
、
夏
に
な
る
と
天
気
予
報
で
の
常
連
に

な
り
ま
す
。
暑
さ
が
こ
も
り
や
す
い
地
形
で
す
が

そ
の
分
暑
さ
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
緑
も
ま
た
多
く

と
て
も
の
ど
か
な
街
で
す
。 

そ
ん
な
私
の
ふ
る
さ
と
に
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地
と

い
う
日
本
最
大
の
湿
地
が
あ
り
ま
す
。
広
大
な
面

積
を
有
し
て
お
り
、
夏
に
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
湿

地
に
生
息
し
て
い
る
動
物
を
見
に
様
々
な
人
が
訪

れ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
で
す
。 

こ
の
渡
良
瀬
遊
水
地
は
足
尾
銅
山
事
件
と
い
う
鉱

毒
事
件
の
際
の
毒
を
沈
殿
さ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
然
し
、
今
は
キ
ツ
ネ
や
イ

ノ
シ
シ
、
絶
滅
危
惧
種
の
オ
オ
タ
カ
な
ど
様
々
な

動
物
が
見
ら
れ
、
２
０
１
２
年
に
は
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地
に
な
る
ほ
ど
き
れ
い
な
土
地
に
な

り
ま
し
た
。
盛
夏
の
季
節 

是
非
渡
良
瀬
遊
水
地
に
い 

ら
し
て
大
自
然
を
満
喫
し 

て
下
さ
い
。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

盛夏の渡良瀬遊水地 

私
は
、
群
馬
県
の
月
夜
野
町
（
現
在
で
は
み
な
か

み
町
）
と
い
う
田
舎
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
の

家
は
少
し
山
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
家
の

周
り
を
見
渡
せ
ば
林
や
竹
藪
ば
か
り
と
い
う
環

境
で
育
ち
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
は
山
を
走
り

回
っ
た
り
、
虫
を
捕
ま
え
た
り
と
、
わ
ん
ぱ
く
少

年
と
い
う
言
葉
が
似
合
う
よ
う
な
遊
び
を
よ
く

し
て
い
ま
し
た
。
私
の
故
郷
は
と
て
も
自
然
の

豊
か
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
野
生
の
動
物
が
家
の

近
く
に
多
く
見
ら
れ
、
鹿
や
猪
、
熊
や
蛇
が
目
撃

さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
珍
し
く
な
く
、
時
に
は
、

野
生
の
フ
ク
ロ
ウ
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
毎
年
夏
に
は
、
家
の
網
戸
ま
で
飛
ん
で
く
る

蛍
を
見
る
こ
と
が
我
が
家
の
恒
例
行
事
で
し

た
。
今
年
か
ら
社
会
人
に
な
り
越
谷
に
住
み
始

め
、
埼
玉
で
の
便
利
な
暮
ら
し
に
も
徐
々
に
慣

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
で
は
不
便
だ
と

感
じ
て
い
た
田
舎
の
暮
ら
し
も
な
か
な
か
悪
く

は
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
お
盆
に
は
実

家
に
帰
り
両
親
に
顔
を
見
せ 

る
つ
い
で
に
、
子
供
の
頃
遊 

ん
だ
場
所
を
散
策
し
て
み
よ 

う
と
思 

い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 
ロマンチックな月夜野とい
う地名由来はホタルから 
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相
続
発
生
後
に
や
る
べ
き
こ
と  

 

 

 

 

相続
 

 

 

 

 

沼南公園ではこんな光景も 

お
盆
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
、
顔
を
会
わ
せ

る
機
会
の
少
な
い
親
兄
弟
が
一
同
に
会
す
る
事
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
知
識
を
共
有
し
て
頂
く
為
に

相
続
発
生
後
に
や
る
べ
き
こ
と
を
時
系
列
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
悲
嘆
に
く
れ
た
り
、
悲
し
む
間
も
な

く
や
る
べ
き
仕
事
が
次
々
に
出
て
参
り
ま
す
。
相
続

に
強
い
税
理
士
、
司
法
書
士
、
不
動
産
会
社
の
選
定

葬
儀
会
場
、
葬
儀
参
列
者
、
葬
儀
予
算
の
決
定
な
ど

相
続
発
生
前
に
決
め
て
お
い
た
ら
良
い
の
に
と
思
わ

れ
る
事
だ
け
で
も
山
の
よ
う
に
有
り
ま
す
。 

葬
儀
社
の
各
ア
イ
テ
ム
の
見
積
り
は
高
い
と
分
っ
て

い
て
も
死
後
の
混
乱
の
中
で
冷
静
且
つ
迅
速
に
検
討

す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
死
は
誰
に 

で
も
訪
れ
る
も
の
と
割
り
切
っ
て
身 

内
で
事
前
に
お
話
さ
れ
て
お
い
た
方 

が
宜
し
い
と
思
い
ま
す
。 

- 

関
係
者
へ
の
連
絡
（
被
相
続
人
よ
り
連
絡
先
リ  

ス
ト
を
引
き
継
い
で
お
か
な
い
と
大
変
な
手
間
） 

- 

葬
儀
準
備
（
日
時
、
会
場
、
形
式
、
予
算
、
埋
葬

先
等
を
即
決
す
る
必
要
あ
り
事
前
検
討
推
奨
） 

- 

通
夜
、
葬
儀
（
領
収
書
、
参
列
者
名
簿
の
保
管
）

５日
以内 

相続発生 

- 

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
資
格
の
喪
失

手
続 

（
日
本
年
金
機
構
事
務
窓
口
へ
申
請
） 

- 

死
亡
届
提
出
（
死
亡
診
断
書
を
添
付
し
市
区

町
村
長
へ
提
出
） 

 

７日
以内 

14 日
以内 

- 

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
、
国
民
年
金
資
格
喪
失
手
続 

（
死
亡
後
14
日
と
い
う
期
限
内
の
手
続
き
を
怠 

る
と
余
計
な
保
険
料
を
払
う
事
に
な
り
ま
す
） 

-
 

相
続
の
放
棄
ま
た
は
限
定
承
認 

【
相
続
放
棄
判
断
に
必
要
な
材
料
は
左
記
】 

 

■ 

遺
産
や
債
務
の
確
認
と
把
握 

 

■ 

遺
産
が
不
動
産
な
ら
評
価
・
鑑
定 

■ 

相
続
人
の
確
認
（
相
続
人
と
相
続
人
の
本
籍

地
か
ら
戸
籍
謄
本
を
取
り
寄
せ
る) 

■ 

特
別
代
理
人
の
選
定
（
相
続
人
が
未
成
年
の

場
合
特
別
代
理
人
が
必
要
） 

■ 
遺
言
書
の
確
認
（
自
筆
証
書
遺
言
で
あ
れ
ば

家
庭
裁
判
所
で
検
認
を
受
け
た
後
開
封
す
る
）

３ヶ月
以内

-
 

被
相
続
人
の
準
確
定
申
告 

（
相
続
人
が
被
相
続
人
に
代
わ
っ
て
被
相
続
人

の
今
年
度
の
死
亡
日
ま
で
の
所
得
申
告
と
納
税

を
行
う
） 

４ヶ月
以内 

左
記
の
請
求
や
支
給
申
請
は
２
年
を
過
ぎ 

る
と
打
ち
切
り
に
な
り
ま
す
。 

- 

社
会
保
険
な
ど
に
関
す
る
各
種
請
求 

-
 

埋
葬
料
（
費
）
葬
祭
費
支
給
申
請 

-
 

国
民
年
金
の
死
亡
一
時
金
請
求 

-
 

高
額
療
養
費
支
給
申
請 

-
 

高
額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
申
請 

- 

遺
産
分
割
協
議
書
の
作
成 

（
遺
言
書
が
あ
れ
ば
遺
言
書
が
優
先
） 

- 
 

相
続
税
の
申
告
と
現
金
で
の
一
括
納
税 

10 ヶ月
以内 

２年
以内

- 

死
亡
保
険
請
求
（
３
年
で
時
効
） 

- 

年
金
に
関
す
る
各
種
請
求
に
つ
い
て 

(

国
民
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
又
は
寡
婦
年

金
請
求
） 

- 

厚
生
年
金 

(

遺
族
厚
生
年
金
請
求) 

- 

国
民
年
金
・
厚
生
年
金 

（
未
支
給
の
公
的
年
金
請
求
）

３年
以内

５年
以内

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
１０
ヶ
月
以

内
に
相
続
税
の
申
告
と
現
金
一
括
納
税
が
最
大
の

ハ
ー
ド
ル
に
な
り
ま
す
。
相
続
遺
産
の
中
身
に
つ

き
不
動
産
が
多
く
簡
単
に
は
売
れ
な
い
物
件
で
あ

る
と
か
、
評
価
額
が
高
い
と
い
う
場
合
に
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。
普
段
よ
り
法
定
相
続
人
間
の

関
係
円
滑
化
を
は
か
り
「
争
族
」
に
な
ら
な
い
様
に

し
て
お
く
事
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。 
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消
費
税
増
税
の
反
対
給
付
策
を
見
逃
す
な
! 

政
府
は
２
０
１
４
年
４
月
に
５
％
か
ら
８
％
に
消

費
税
を
引
き
上
げ
た
際
、
景
気
が
悪
化
し
た
こ
と

が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
轍(

て
つ)

を

踏
ま
な
い
様
に
と
、
今
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
消
費
税
増
税
に
備
え
て
景
気
対
策
に
結
び
付
く

反
対
給
付
策
を
矢
継
ぎ
早
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

２

%
の
税
率
ア
ッ
プ
に
対
し
て
５

%
の
ポ
イ
ン

ト
還
元
と
い
う
首
を
傾
げ
た
く
な
る
よ
う
な
制
度

も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
有
効
期
限
が
短
い
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
読
者
の
皆
様
に
是
非
知
っ
て
お
い

て
頂
き
た
い
「
増
税
に
伴
っ
て
出
て
き
た
景
気
対

策
５
つ
」
を
お
伝
え
致
し
ま
す
。 

制
度
の
有
効
期
間
が
９
ヶ
月(

２
０
１
９
年

10
月

1
日
～
２
０
２
０
年
6
月
30
日)

と
短
い
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。
消
費
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電
子

マ
ネ
ー
、
Q

R 

コ
ー
ド
決
済
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
手
段
を
用
い
て
中
小
・
小
規
模
の
小
売
店
、
サ
ー

ビ
ス
業
者
、 

飲
食
店
舗
等
で
支
払
い
を
行
っ
た
場
合
、

個
別
店
舗
に
つ
い
て
は 

５
％
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ

ェ
ー
ン
等
に
属
す
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
つ
い
て

は 

２
％
を
消
費
者
に
還
元
す
る
と
い
う
も
の
。
ポ
イ

ン
ト
還
元
を
行
う
た
め
に
は
事
業
者
側
が
加
盟
店
登

録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
者
は
中
小
企
業
基

本
法
で
定
め
た
中
小
企
業
で
例
え
ば
小
売
業
な
ら
資

本
金
５
千
万
円
以
下
、
従
業
員
数
５０
人
以
下
な
ど
細

か
い
規
程
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
が
店
舗
を
選
ぶ
際

に
加
盟
店
登
録
し
て
あ
れ
ば
５
％
ポ
イ
ン
ト
還
元
さ

れ
る
の
で
中
小
店
舗
振
興
に
繋
が
る
と
い
う
も
の
。

消
費
税
増
税
後
、
ク
ル
マ
の
買
い
控
え
が
発
生
し
経

済
が
悪
化
す
る
事
を
心
配
し
て
政
府
は
幾
つ
か
の
自

動
車
関
連
税
の
減
税
も
し
く
は
撤
廃
を
決
め
て
い
ま

す
。
先
ず
、
自
動
車
税
に
つ
い
て
10
月
1
日
以
降
左

さ
れ
8
・
1
万
円
は
支
払
わ
な
く
て
済
む
こ
と
に

な
る
の
で
こ
の
ケ
ー
ス
で
あ
れ
ば
差
引
き
2
・
１

万
円
の
減
税
を
享
受
出
来
る
事
に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府

は
財
源
確
保
と
環
境
保
護
の
為
、
環
境
性
能
割
と

い
っ
た
増
税
を
課
す
事
に
な
り
ま
し
た
。
燃
費
基

準
に
対
し
0
～
3
％
の
範
囲
で
4
段
階
の
課
税

を
実
施
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。
２
０
２
０
年
度

燃
費
基
準+

40
％
を
達
成
し
て
い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
、
E

V
（
電
気
自
動
車
）
、
ク
リ
ー
ン
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
な
ど
は
最
高
評
価
の
税
率
０
％
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
入
り
ま
す
。
逆
に
、
燃
費
の
悪
い
車
の
場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 

す
ま
い
の
給
付
金
制
度 

２
０
１
４
年
よ
り
年
収
の
目
安
が
５
１
０
万
円
以

下
の
人
向
け
に
、
住
宅
を
買
っ
た
と
き
に
現
金
を

支
給
す
る
「
す
ま
い
の
給 

付
金
」
制
度
が
作
ら
れ
ま 

し
た
。
す
ま
い
の
給
付
金 

が
貰
え
る
条
件
は
左
上
の 

と
お
り
で
す
。 

 

 

 

 

金
額
的
に
大
き
い
の
は
取
得
税
で
す
。
課
税
対
象
額

は
車
両
価
格
に
対
し
て
大
よ
そ
90
％
と
な
っ
て
お

り
こ
の
課
税
対
象
額
に
対
し
て
普
通
車
が
３
％
、
軽

自
動
車
が
２
％
課
税
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
３
０
０
万

円
の
普
通
車
な
ら
、
３
０
０
万
円
ｘ
90
％
ｘ
３
％
＝

8
・
1
万
円
と
な
り
ま
す
。
一
方
の
消
費
税
で
す
が
、

８
％
だ
と
24
万
円
で
し
た
が
、
10
％
に
な
る
と
30

万
円
な
り
、
６
万
円
多
く
消
費
税
を
徴
収
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
、
取
得
税
が
撤
廃

記
の
様
な
減
税
額
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
排
気
量
が

小
さ
い
車
種
ほ
ど
減
税
額

が
大
き
い
で
す
が
全
体
的

に
金
額
が
小
さ
い
の
で
余

り
話
題
に
な
り
ま
せ
ん
。 

合
、
最
高
３
％
の
環
境

性
能
税
を
払
う
こ
と
に

な
る
の
で
取
得
税
３
％

が
廃
止
に
な
っ
て
も
そ

の
恩
恵
を
受
け
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
。 

(1) 

５
％
ポ
イ
ン
ト
還
元 

(2) 

自
動
車
保
有
に
か
か
わ
る
税
負
担
の
軽
減
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千葉功太郎氏 

(1) 

年
収
５
１
０
万
円
以
下
（
家
族
構
成
に
よ
っ
て
異

な
る
） 

(2) 

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
こ
と(

50
歳
以
上
か
つ

年
収
６
５
０
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
住
宅
ロ
ー
ン
利
用

な
し
で
も
O

K) 

(3) 

自
分
が
住
む
こ
と
（
中
古
で
も
大
丈
夫
） 

(4) 

床
面
積
が
50

m2
以
上
で
あ
る
こ
と 

(5) 

品
質
が
担
保
さ
れ
た
住
宅
（
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任

保
険
に
加
入
or
住
宅
性
能
表
示
な
ど
に
よ
り
証
明
） 

(6) 

住
宅
の
引
き
渡
し
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
す
る

こ
と
。（
申
請
先
は
国
土
交
通
省
「
す
ま
い
の
給
付
金

事
務
局
」
） 

 

 

 

今
年(

令
和
元
年)

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

率
10

%
へ
の
引
き
上
げ
後
の
住
宅
購
入
や
リ
フ
ォ
ー

ム
を
支
援
す
る
た
め
、
新
築
は
最
大
35
万
円
相
当
、
リ

フ
ォ
ー
ム
で
は
最
大
30
～
60
万
円
相
当
の
様
々
な
商

品
と
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
補
助
金
制

度
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
発
行
は
6
月
3
日
か
ら
、
ポ
イ
ン

ト
の
交
換
期
間
は
１９
年
10
月
1
日
～
20
年
6
月
30

日
ま
で
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
行
は
予
算
（
新
築

１
０
３
２
億
円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
２
６
８
億
円
）
が
な
く

な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。
前
回
（
２
０
１
４
年
）

の
消
費
税
増
税
時
に
も
「
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
と
い
う
名
称
で
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
付

与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
１
ポ
イ
ン
ト
あ
た
り
１
円
相

当
の
様
々
な
商
品
等
と
交
換
で
き
ま
す
。
交
換
で
き
る

具
体
的
な
商
品
は
ま
だ
僅
か
し
か
公
開
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
省
エ
ネ
、
生
活
家
電
、
防
災
、
健
康
、
家
事

負
担
軽
減
、
子
育
て
関
連
、
地
域
振
興
な
ど
に
資
す
る

商
品
で
高
級
和
牛
な
ど
も
選
択
出
来
る
よ
う
で
す
。
な

お
、
商
品
券
へ
の
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

今
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
10
％
に
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
に
伴
い
、
す
ま
い
給
付
金
の
給
付
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
対
象
と
な
る
年
収
の
上
限
も
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
左
図
の
と
お
り
で
、
年
収
４

５
０
万
円
以
下
の
場
合
は
最
大
５
０
万
円
が
給
付
さ

れ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 

次
世
代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度 

40 歳未満の若者子育て世帯が中

古住宅を購入してリフォームすると

ポイント上限の 60 万 P になります 

「
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
」
を
受
け
る
事
に
よ

り
耐
震
改
修
を
し
た
場
合
に
限
り
所
得
税
を
控

除
し
て
貰
う
事
が
で
き
ま
す
。
一
定
の
住
宅
ロ
ー
ン

の
借
入
や
合
計
所
得
金
額
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
方
は
こ
の
控
除
を

使
わ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
と
な
る
建
物

に
つ
き
左
記
条
件
が
付
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

①
自
ら
が
所
有
し
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と 

 

②
１
９
８
１
年
５
月

31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た 

 
 

住
宅
で
あ
り
、
現
在
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
こ
と 

③
耐
震
工
事
を
施
し
た
後
の
住
宅
が
現
在
の
耐

震
基
準
を
満
た
す
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
２
０
２
１
年

12
月

３１
日
ま
で
に
耐
震
工
事
を

終
了
し
た
人
が
対
象 

 

住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
に
よ
り
控
除
さ
れ
る 

金

額

は

耐

震

工

事

を

行

う

期

間

に

よ

り

計 

算
方
法
が
異
な
る
た
め
、
ご
自
身
に
当
て
は
ま
る 

も
の
は
ど
れ
な
の
か
を
確
認
し
て
み
て
下
さ
い
。 

控
除
さ
れ
る
金
額
は
【
標
準
的
な
耐
震
工
事
の
費 

用
の

１０
％
】
で
あ
り
、
控
除
上
限
額
は

25
万
円
で 

す
。
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
の
場
合
、
控
除
の 

対
象
と
な
る
の
は
所
得
税
の
み
で
「
住
民
税
」
は 

控
除
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
住
宅
耐
震
改
修
特
別 

控
除
の
申
請
は
所
轄
税
務
署
に
な
り
ま
す
。 

(5) 

住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除 
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世
界
の
こ
ん
ま
り
（
近
藤
麻
理
恵
さ
ん
）

～ 

今
、
米
国
で
一
番
有
名
な
日
本
人 

～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25
歳
の
時
に
「
人
生
が
と
き
め
く
片
付
け
の
魔
法
」

と
い
う
著
書
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
ま
で
に
同
書
は

シ
リ
ー
ズ
累
計
で
一
千
百
万
部
の
他
、
世
界
40
ヶ
国

で
の
翻
訳
本
が
３
３
０
万
部
以
上
も
売
れ
ま
し
た
。

海
外
で
の
仕
事
が
増
え
、
本
人
曰
く
「
こ
れ
だ
け
多

く
の
国
で
片
付
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
」
と
い
う
流
れ
に
乗
り
２
０
１
４
年
に
は
家
族
で

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
移
住
し
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ム
誌
で
「
世
界
で
最
も
影

響
の
あ
る
１
０
０
人
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
部
門
）
」
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
近
藤
さ
ん
の
快
進
撃
は
更
に
続
き

ま
す
。
今
年
１
月
１
日
か
ら
全
世
界
で
１
・
５
億
人 

現
在
、
全
世
界
の

グ
ー
グ
ル
の
検
索

数
で
大
坂
ナ
オ
ミ

や
孫
正
義
以
上
に

検
索
さ
れ
て
い
る

日
本
人
が
い
ま

す
。
片
付
け
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
近

藤
麻
理
恵
さ
ん

(

３４

歳)

こ
ん
ま

り
さ
ん
で
す
。

の
有
料
視
聴
者
を
抱
え
る
動
画
配
信
サ
イ
ト
、

N
e
t
f
l
i
x

（
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
）
で
近
藤
さ
ん
の
番

組T
i
d
y
i
n
g
 
U
p
 
w
i
t
h
 
M
a
r
i
e
 
K
o
n
d
o

（
人
生
が
と
き

め
く
片
づ
け
の
魔
法
）
が
配
信
開
始
さ
れ
る
や
い
な
や

大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。N

e
t
f
l
i
x  

の
番
組
は

こ
ん
ま
り
さ
ん
が
様
々
な
人
種
の
色
々
な
所
得
層
の

家
を
実
際
に
訪
ね
て
片
付
け
の
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー

を
見
せ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
に
な
っ
て
い
ま

す
。
英
会
話
が
完
璧
で
な
い
こ
ん
ま
り
さ
ん
の
為
に
番

組
で
は
英
語
で
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
入
り
細
か
い
説

明
も
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
現
場
を
撮
影
し
て
そ
の

家
に
住
む
家
族
の
コ
メ
ン
ト
も
入
る
の
で
こ
れ
ま
で

の
著
書
や
講
演
に
比
べ
て
数
段
分
り
易
く
、
深
堀
り
し

て
い
る
と
好
評
で
す
。N

e
t
f
l
i
x
 

の
番
組
が
大
き
な

話
題
に
な
る
と
今
ま
で
著
書
を
買
わ
な
か
っ
た
人
も

購
入
す
る
こ
と
に
な
り
全
米
で
こ
ん
ま
り
旋
風
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
ん
ま
り
メ
ソ
ッ
ド
の

中
心
理
論
は
「
と
き
め
く
も
の
だ
け
を
残
す
」
と
い
う

哲
学
で
あ
り
、
英
語
で
訳
し
た 

D
o
e
s
 
i
t
 
s
p
a
r
k
 

j
o
y
 
? 

(

と
き
め
き
ま
す
か
？)

と
い
う
言
葉
も
流
行

語
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
は
「
モ
ノ
の
多
さ
＝
幸
せ
」
と
い
う
大
量
消

費
文
化
を
礼
賛
す
る
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
国
で
す
。

一
方
の
ア
ジ
ア
や
日
本
の
価
値
観
は
倹
約
を
美
と
す

る
文
化
で
あ
り
１
８
０
度
違
い
ま
す
。
こ
の
様
な
東
西

の
価
値
観
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
こ
ん
ま
り
さ
ん
は

で
し
ょ
う
か
？ 

単
に
綺
麗
に
見
せ
る
片
付
け
手
法

を
伝
授
し
た
だ
け
で
な
く
こ
ん
ま
り
メ
ソ
ッ
ド
の
中

心
に
は
精
神
的
な
哲
学
理
論
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
論
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
片
付
け
ブ
ー
ム
が
巻

き
起
こ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
大
量
の
不
良

品
が
持
ち
込
ま
れ
る
な
ど
の
社
会
現
象
を
起
こ
し
ま

し
た
。
こ
ん
ま
り
メ
ソ
ッ
ド
が
何
故
ブ
ー
ム
に
な
っ

て
い
る
の
か
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

 

① 

普
段
か
ら
理
想
の
形
を
思
い
描
い
て
お
く 

何
で
も
か
ん
で
も
捨
て
る
の
で
は
な
く
、「
と
き
め
く

モ
ノ
は
き
ち
ん
と
残
す
」
事
が
で
き
て
初
め
て
理
想

の
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る
事
が
で
き
る
と
い
う
の
が

こ
ん
ま
り
さ
ん
の
理
論
。
片
づ
け
で
大
事
な
こ
と
は

「
何
を
捨
て
る
か
」
で
は
な
く
ど
ん
な
モ
ノ
に
囲
ま

れ
て
生
き
た
い
か
と
こ
ん
ま
り
さ
ん
は
言
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんなモノに囲まれて生きたいかを実現させ

る為にこんまりさんはイイナと思った収納法

やインテリアを見つけたら写真に撮ったりイ

ラストを書いてメモしておくそうです。 
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「
仕
事
を
終
え
、
疲
れ
た
体
で
我
が
家
に
帰
っ
て
来

た
時
に
、
そ
の
場
所
が
自
分
に
と
っ
て
世
界
で
一
番

と
き
め
く
憩
い
の
場
所
だ
と
思
え
る
よ
う
な
空
間
を

作
る
こ
と
が
大
事
。
そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
右
下

の
写
真
に
あ
る
よ
う
に
理
想
の
家
や
部
屋
の
写
真
を

貼
っ
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
自
分
の
理
想
形
を

準
備
し
て
お
い
た
ら
良
い
」
と
説
い
て
い
ま
す
。 

 

② 

衣
類
は
縦
に
収
納
す
る 

 

米
国
は
消
費
社
会
故
に
持
ち
物
が
多
い
。
家
と
収
納

の
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
に
か
ま
け
モ
ノ
を
溜
め
込
み
が

ち
。
収
納
の
中
身
が
管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
探
し
物
に

時
間
が
か
か
る
。
探
す
こ
と
に
労
力
と
時
間
を
使
う

の
で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、
家
は
い
つ
の
間
に
か
憩

い
の
場
所
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
驚
く
こ
と
に

ア
メ
リ
カ
で
は
「
衣
類
を
た
た
ん
で
収
納
」
す
る
習
慣

が
あ
ま
り
な
い
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
こ
ん
ま
り
さ
ん

が
推
奨
し
て
い
る
の
が
瞬
時
に
視
認
し
て
取
り
出
す

事
が
出
来
る
よ
う
に
下
着
で
も
靴
下
で
も
重
ね
な
い

で
、
縦
に
収
納
す
る
方
法
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
収
納
す
る
こ
と
を
心
掛
け
る

調
味
料
は
ま
と
め
て
導
線
上
の
棚
に
整
理
し
、
細
か

い
も
の
は
透
明
な
容
器
に
入
れ
て
中
身
が
見
え
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
す
。
何
を
ど
こ
に
置
く
か
を
決
め

て
そ
こ
に
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
お
け
ば
収
納
も
取
り 

出
し
も
効
率
的
に
行
え
ま
す
。
食
器
も
衣
類
と
同
じ

様
に
簡
単
に
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
。
と
き
め
き
が
あ

る
か
、
普
段
使
い
す
る
か
が
残
す
判
断
基
準
と
の
事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

寄
付
文
化
に
マ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
「
捨
て
る
」
と
い
う
の
は
抵
抗

を
示
す
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
但
し
、
ア
メ
リ
カ
に
は

不
用
品
を
仕
分
け
し
て
寄
付
に
回
す
と
い
う
習
慣
が

昔
か
ら
あ
っ
て
抵
抗
が
な
さ
そ
う
だ
と
の
こ
と
。
寄
付

を
す
れ
ば
節
税
に
つ
な
が
る
独
自
の
税
制
も
あ
る
よ

う
で
す
。
昔
か
ら
根
付
い
て
い
る
寄
付
文
化
と
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
行
け
ば
こ
ん
ま
り
メ
ソ
ッ
ド
は
拡
散
し
て

行
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

N
e
t
f
l
i
x

の
動
画
放
映
が
始

ま
る
と
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
３
大
テ
レ
ビ
局

の
A

B

C
も
こ
ん
ま
り
さ
ん

の
活
躍
を
大
々
的
に
報
道
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
ネ
ッ
ト
上
で

は
こ
ん
ま
り
メ
ソ
ッ
ド
に
異
を

唱
え
る
著
名
人
が
投
稿
を
行
い 

夫の遺品を整理する未亡人の心情
に寄り添うこんまりさん（Netflix） 

⑤ 

反
対
意
見
も
あ
り
ま
す 

サ
イ
ト
が
炎
上
す
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ

人
の
あ
る
作
家
は
「
彼
女
が
紹
介
し
た
本
の
処
分
は

間
違
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
人
も
本
棚
は
一
杯
に
し
て

い
た
方
が
気
持
ち
が
落
ち
着
く
」
と
い
っ
た
主
旨
を

ツ
イ
ー
ト
し
た
処
、
愛
書
家
た
ち
が
次
々
と
賛
同

し
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
２
万
件
以
上
の
ツ
イ
ー
ト
が
集

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
う
い
う
反
対
意
見
に
よ
る
炎

上
も
こ
ん
ま
り
人
気
に
拍
車
を
か
け
た
よ
う
で
す
。 

 

近
藤
さ
ん
はN

e
t
f
l
i
x

動
画
番
組
の
高
評
価
を
受

け
て
こ
の
度
四
千
万
ド
ル
（

44
億
円
）
の
フ
ァ
ン

ド
を
集
め
こ
ん
ま
り
メ
ソ
ッ
ド
を
更
に
大
々
的
に

地
球
上
に
拡
散
す
る
事
業
に
着
手
し
た
よ
う
で
す
。

ご
主
人
は
こ
ん
ま
り
メ
ソ
ッ
ド
を
広
め
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
会
社
の
代
表
と
し
て
経
営
の
指
揮
を
執
る

よ
う
で
す
。

34
歳
の
女
性
が

10
年
足
ら
ず
で
片

付
け
を
テ
ー
マ
に

44
億
円
の
価
値
の
事
業
を
創
設

し
た
訳
で
す
か
ら
賞
賛
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

基本形は長方形とし畳む幅
は引き出しの長さに合わせ 
一瞬で取り出せるようにする 

こんまりさんの身長は 148cm なので食

器棚の可動域は綿密に考えられています
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今後の勉強会の開催予定です。 

当勉強会はどなたでも無料で参加頂けます。 

ご参加希望の方はお席と資料の確保の為にご一報 

下さい。  
 

℡ 048-970-0021 又は 

seminar@0021.to 

場所：「越谷市民活動支援センター」全会共通 
越谷駅東口徒歩 1 分ツインシティ B 棟 5 階 

1995 年阪神大震災 

日時：H31 年８月２５日（日）14:00～16:00 

題目：相続勉強会 第６期生 ①回目  

   「相続と遺言の基礎知識」 

講師 ：当社代表・上級相続ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 小山哲央   

新しい期が始まります。是非最初からご参加下さい 

日時：H31 年 10 月２7 日（日）14:00～16:00

題目： 相続勉強会 第 6 期生 ③回目 

「財産把握とその評価」 

講師 ：当社代表・上級相続ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 小山哲央   

   節税対策に有益な人気講座です 

日時：H31 年 9 月 2３日（祝）14:00～16:00 

題目： 相続勉強会 第６期生 ②回目 

「公正証書遺言の作り方」 

講師 ：当社代表・上級相続ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 小山哲央   

遺言書作成は相続の肝です。是非ご参加下さい   

部
数
は
今
年
５
月
末
の
段
階
で
１
２
０
万
部

に
達
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
樹
木
さ
ん
が
生
前

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
語
っ
た
人
生
観
や

結
婚
観
、
仕
事
観
を
ま
と
め
た
一
冊
で
多
く
の

人
の
共
感
と
感
動
を
得
た
よ
う
で
す
。 

 

樹
木
さ
ん
と
言
え
ば
『
寺
内
貫
太
郎
一
家
』
の

コ
ミ
ッ
ク
な
お
婆
ち
ゃ
ん
役
や
、
シ
リ
ア
ス
な

母
親
役
、
C

M
で
の
と
ぼ
け
た
役
な
ど
幅
広

い
役
柄
を
演
じ
る
事
が
出
来
る
平
成
の
名
女

優
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
２
０
１
３
年
に
は

「
わ
が
母
の
記
」
で
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優

秀
主
演
女
優
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

２
０
０
３
年
に
網
膜
は
く
離
で
左
目
を
失
明
、 

翌
年
に
は
癌
を
発
症
し
ま
し
た
。
14
年
間
癌
と

戦
っ
て
来
た
中
で
数
多
く
の
味
わ
い
深
い
言

葉
を
活
字
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
世
に

送
り
出
し
て
い
ま
す
。
語
り
口
は
お
ご
ら
ず
、

優
し
く
、
分
り
易
く
、
い
つ
も
ユ
ー
モ
ア
を
交

 

一
切
な
り
ゆ
き 

～
樹
木
希
林
の
こ
と
ば
～ 

 

 

 

 

 

今
年
上
半
期
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
は
昨
年
９
月

15
日
に
75
歳
で
逝
去

し
た
女
優
樹
木
希
林
さ

ん
の
「
一
切
な
り
ゆ
き
」

（
文
芸
春
秋
）
で
発
行 

え
て
お
り
ス
ー
と
読
者
の
胸
に
入
っ
て
来
ま
す
。

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
、
心
が
折
れ
そ
う
な
時
に

樹
木
さ
ん
の
本
で
助
け
ら
れ
た
と
い
う
ネ
ッ
ト

の
書
込
み
も
多
い
で
す
。
樹
木
さ
ん
が
語
ら
れ
た

多
く
の
言
葉
の
中
で
ネ
ッ
ト
読
者
の
支
持
が
高

か
っ
た
４
つ
の
言
葉
を
左
記
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
今
日
ま
で
の
人
生
、上
出
来
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
て
、
お
い
と
ま
い
た
し

ま
す
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
掌

と
き
め
く
事
は
⼤
切
︒

⾃
分
が
素
直
に
な
れ

ば
︑
そ
れ
に
⾒
合
っ
た

出
会
い
も
訪
れ
る
も

の
で
す
︒ 

ど
う
ぞ
︑物
事
を
⾯
⽩

く
受
け
取
っ
て
愉
快

に
⽣
き
て
︒あ
ん
ま
り

頑
張
ら
な
い
で
︑で
も

へ
こ
た
れ
な
い
で
︒ 

癌
が
な
か
っ
た
ら
私

⾃
⾝
が
つ
ま
ら
な
く

⽣
き
て
︑つ
ま
ら
な
く

死
ん
で
い
っ
た
で
し

ょ
う
︒ 

病
気
に
な
っ
た
こ
と

で
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

ん
で
す
︒賞
を
取
っ
て

も
ね
た
ま
れ
ず
︑少
々

⼝
が
滑
っ
て
も
お
と

が
め
な
し
と
︒ 

左
は
亡
く
な
る
最
後
の

言
葉
で
す
。
去
り
際
も

爽
や
か
で
カ
ッ
コ
い
い

で
す
。

 

 

 

 

 

弊社管理物件

入居率  

95.90% 
2,034 戸   

2019.7.31 現在 

予約制です 


